
出展技術の分類

技術名称 山岳トンネルの自動化施工システム 担当部署 九州支店　土木部

NETIS登録番号 担当者 安井　信吾

社名等 鹿島建設（株） 電話番号 092-481-8012

技術の概要

３．技術の効果

・各施工ステップを自動化し、坑内における作業員の負担軽減、安全性を向上します。
・複数回にわたる現場製造式爆薬による発破を実証し、装薬・発破作業の自動化を進めます。
・ICT・DX技術を活用した施工システムを構築し、合理的な施工を実現します。

４．技術の適用範囲

各種、山岳トンネル工事にて適用可能です。

２．技術の内容

５．活用実績

構成する要素技術については　国内トンネル工事にて適用中です。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

鹿島は、建設業界における喫緊の課題である「熟練技能者不足」、「頻発する労働災害」、「他産業と比
べて低い生産性」の抜本的な解決を図るため、「建設現場の工場化」を目指し、施工の自動化を中心とし
た技術開発を進めています。こうした中、山岳トンネル工事においては、特に作業環境が厳しく、坑夫の
経験に頼っていた切羽周辺の施工を、データに基づく自動化により安全性や生産性、施工品質を飛躍

的に向上させることを目的に「A4CSEL for Tunnel」
＊

の開発を2018年から進めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊読み方「クワッドアクセル・フォー・トンネル」

「A4CSEL for Tunnel」は、山岳トンネル掘削工事で行われる❶穿孔 ❷装薬・発破 ❸ずり出し ❹アタリ
取り ❺吹付け ❻ロックボルト打設 で使用される重機の自動化を進め、それらを一元管理する次世代の
建設生産システムです。トンネル工事においても自動化施工システムを構築することにより、安全性と生
産性の向上を両立させます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


